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こい せ

　恋瀬小学校では、年間を通して高学年が主体となっ

て行う学校行事があります。５月には６年生の陸上記
そうこうかい じ こ

録会壮行会を行いました。６年生が自己ベストを出せ
せい おうえん

るように、精いっぱい応援をしたいと思いました。
わたし せいえん

　私たちは声援部隊になりました。声援部隊では、ゲ

ートフラッグを使って応援をします。フラッグを大き

く作り、にじ色にして６年生に思いを伝えたいと思い
じゅんび

ました。計画や準備のところから全て５年生が行った

ので苦労もありましたが、下級生をまとめて壮行会が

大成功した時は、達成感を味わうことができました。今後も、６年生と

協力して新しいアイデアを出し合い、恋瀬小らしい学校行事を行ってい
きどころさ わ とも べ はる き

きたいです。 （５年　城所咲葉、友部陽紀）

劇団の一員として演劇を体験

こい せ げいじゅつかんしょうかい

　恋瀬小学校では、毎年、恋瀬芸術鑑賞会がありま
えんげき

す。これは、ただ演劇を鑑賞するだけではありませ
げきだん

ん。６年生は劇団の一員となり、プロの方といっしょ
しゅつえん

に劇に出演することができるのです。
わたし

　今年は、私たちが６年生。とても楽しみにしていました。今年は「と
きんちょう

もだちや」の劇でした。はじめは、とても緊張したけれど、本番では楽
えん ぎ

しく演技をすることができました。一つのものを作り上げる大変さを知

るとともに、６年生全員と、プロの劇団の方といっしょに劇をすること
え

ができてよかった、という満足感を得ることができました。何よりも友

達をさらに大切にしていきたい、という気持ちになりました。

　たくさんの感動や気付きのあるこの恋瀬芸術鑑賞会。これからも下級
うしおだ さ や

生のために、続けてほしいです。 （６年　潮田沙耶）

◆校　長　田中康之

◆児童数　�人

◆創　立　１８７２年

◆住　所　石岡市小見　　　
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わたし こい せ そうりつ

　私たちが通う恋瀬小学校は、創立して
れき し

から１５２年の長い歴史があり、四つの山
かこ ゆた

に囲まれた自然豊かな学校です。たくさ
つ しょうかい

んの良さが詰まった恋瀬小を紹介しま

す。
わ はん

　一つ目は、たて割り班遊びです。年間
じっ し ないよう

を通して実施し、遊ぶ内容は６年生で話し合って決めて
い がくねん ゆうじょう

います。異学年との友情を深めるとてもよい機会になっ

ています。

　二つ目は、５、６年生が中心となって行っている朝ボ
しょうこうぐち は そう じ

ランティアです。登校した後、昇降口の掃き掃除やあい
か だん

さつ運動をします。また、花壇の水かけは全学年で行っ

ています。

　三つ目は、児童一人一人が自然体で気持ちよく生活が

できるということです。児童数が少ないため、一人一人
こ せい たが り かい こま

の個性をお互いが理解し合い、困った時はみんなで助け

合っています。恋瀬小は、毎日楽しくのびのびと生活が
すず き あん な

できる、とてもすてきな学校です。（６年　鈴木杏奈）

恋瀬川の支流にホタルのエサ
となるカワニナを放つ４年生

こい せ

　恋瀬小学校があるぼくたちの地区には、恋瀬川に流
こ しりゅう

れ込む支流がいくつもあります。そこには、ゲンジボ

タルやヘイケボタルが生息しています。ホタルが生息

するには、清流であること、街灯がなくエサとなるカ
ようちゅう

ワニナがいること、川岸に幼虫がもぐれる土があるこ
じょうけん

となどが条件にあるそうです。
ち いき

　ぼくたち４年生は地域の方にお世話になり、ゲンジボタルを守るため

に、用水路にいるカワニナを恋瀬川の支流に放つ活動をしました。ホタ

ルを守るために「このカワニナをたくさん食べてね」と、ねがいながら

放ちました。夜には家族といっしょにホタルの光を見に行きたいです。

ホタルが生息するこのきれいな川の水や、虫などの生き物がたくさんい

るこの恋瀬地区の自然を、ぼくたちの力で、ずっと守っていきたいです。
つ げ おうすけ

（４年　柘植應佑）
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